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住み、暮らす
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住み、暮らす

プロジェクトの内容プロジェクトの内容

目 指 す 姿目 指 す 姿

１ 環境回復プロジェクト１ 環境回復プロジェクト

１ 除染の推進１ 除染の推進

（１）全県におけるモニタリングの充実・強化

国や市町村と連携して県内の空間線量率の状況や、農林地、河川、
海、土壌などの放射性物質による汚染状況を把握するとともに、その
動態を解明し、わかりやすく公開

（２）生活圏（家屋・庭、道路、学校・幼稚園・保育所・公園・
事業所など）、農地、森林などについて、放射性物質汚染
対処特措法に基づき、国、県、市町村などが連携するとと
もに、人材の育成や除染技術の向上を図ることにより、強
力に除染を推進。また、その効果を確認（除染実施計画の策定・

実施に当たっては、他地域へ影響を及ぼさないよう配慮）

※橙色及び黄色のエリアは地表面から１ｍの高さの空間線量率が
年間１ミリシーベルト以上〔平成23年8月28日現在の値に換算〕

（３）農林地等の除染

・農地及び農業用施設については、県産農産物から放射性セシウムが
検出されないこと等を目標として除染実施

・森林については、地域の実情を十分反映した実施方針の早期決定を
国に要請し、方針に基づき着実に除染を実施

（４）仮置場等の確保、維持管理

・放射線の影響や除染に関する住民の不安・疑問を解消し、安全・安
心を醸成して仮置場等の確保を進める。

① 除染特別地域（橙色のエリア）

〔実施主体〕国 〔目標〕段階的かつ迅速に縮小

② その他の地域（黄色及び緑のエリア）

〔実施主体と除染対象〕
国：国が管理する土地・施設等
県：県が管理する土地・施設等
市町村：各除染実施計画に基づく除染対象

特定避難勧奨地点は市町村の除染実施計画に基づき優
先的に実施

〔長期的目標〕
追加被ばく線量が年間１ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄ（毎時0. 23ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）以下

〔短期的目標〕 平成25年８月末までに
「県民の追加被ばく線量約５0％減少」､「子どもの追加被ばく
線量約６0％減少」

（５）中間貯蔵施設の整備及び除去土壌等の輸送
・地権者の理解促進
・施設の安全･安心の確保
・輸送の安全かつ確実な実施

仮置場の様子仮置場の様子

農地の反転耕農地の反転耕

除染講習会除染講習会

資料６-１ 新規プロジェクトと項目の追加について：中間貯蔵施設対応（案）
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プロジェクトの取組内容プロジェクトの取組内容

１ 除染の推進１ 除染の推進

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
講習会の開催などによる除染従事者育成

［ 主 体 ］

国　県

市町村

④

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
除染技術の実証などによる技術的支援

［ 主 体 ］

国　県

市町村

⑤

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32空間線量などのモニタリング検査と検査結果のわかりやすい情

報発信

［ 主 体 ］

国  県

市町村
①

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32住宅や公共用施設、道路、農地、森林等の除染･放射線量低減

対策の推進

［ 主 体 ］

国　県

市町村

②

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
その他の大気、水、土壌の環境回復

［ 主 体 ］

国　県

市町村 等

③

（１）全県におけるモニタリングの充実・強化

（２）生活圏等における除染の推進

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32除染に関するリスクコミュニケーションや情報提供などによる

住民理解の促進

［ 主 体 ］

国　県

市町村

⑥

（３）農林地等の除染

（４）仮置場等の確保、維持

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32
施設･輸送の安全確保等

［ 主 体 ］

国　県

市町村

⑦

（５）中間貯蔵施設の整備及び除去土壌等の輸送
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